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蛍光体を用いた放射線検出器はセキュリティや医療など幅広い分野で用いられている。Eu 添加

CsBr はイメージングプレート用の輝尽蛍光(OSL)材料として注目され盛んに研究が行われてきた 

[1]。一方で Eu添加 CsBrの透明セラミックスの報告はほとんどなく、我々が初めて放電プラズマ

焼結(SPS)法により同材料の透明セラミックス開発に成功した。放射線応答特性の一つである OSL

特性を評価したところ単結晶を凌駕する結果が得られた [2]。これに加え、Tl添加 CsBr透明セラ

ミックスを開発したところ、高い発光量 (19,000 ph/MeV) が観測された [3]。このように当研究室

では CsBr 透明セラミックスの放射線応答特性について系統的に研究を行っている。本研究では

SPS 法により Cu 添加 CsBr 透明セラミックスを作製し、光学、シンチレーション、熱刺激蛍光

(TSL)、OSL特性を評価した。 

 Fig. 1に Cu添加 CsBr透明セラミックスの OSLスペクトルを示す。全サンプルは 400 nmと 450 

nm付近に発光ピークを示した。それぞれの起源は Cu+及び Cu2+付近に存在する励起子によるもの

であり、OSLの波形は既報の Cu 添加 CsBr 単結晶と一致した [4]。Fig. 2 に OSL線量応答特性を

示す。全てのサンプルで 1 mGyから 1000 mGyまで良い線形性を示した。本講演では OSL特性に

加え、TSL 特性や光学特性についても詳細に報告する。また近年の研究でいくつかの材料におい

てシンチレーションと TSLまたは OSL特性に相補関係があることが報告されているため [5]、シ

ンチレーション特性についても報告する。 

 
 

Fig. 1 OSL spectra of Cu-doped CsBr transparent 

ceramics under 630 nm stimulation. Before the 

measurement, all samples were irradiated by X-rays (~1 

Gy). 

Fig. 2 OSL dose response functions of Cu-doped 

CsBr transparent ceramics under 630 nm 

stimulation.  
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